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　近年、顎関節円板を含む関節軟部組織の位置お
よび器質的変化を主体とした顎関節内障が増加し
ている。当科ではその診断に際し、従来のX線撮
影に加え関節造影およびMRIを応用した画像診
断を行っている。今回我々はこれらの所見と臨床
症状を対比し、その有用性について検討したので
概要を報告する。
　対象症例は当科外来を受診した顎関節内障患者
のうち、MRIないしは顎関節腔二重造影断層X
線撮影を行った31症例35関節である。症例の平均
年齢は37才、男性25．8％、女性74．2％、平均開口
域は31．6mm、主訴は主に顎運動痛、開口障害であ
った。この結果、従来のX線写真では観察不能だ
った関節円板をMRIでは直接的に、造影撮影で
は間接的に描出することが可能であった。一般に
復位を伴う関節円板前方転位に起因すると言われ
ている関節雑音（clicking）を主症状とする15例
24関節のMRI所見を検討した結果、必ずしも円
板の位置異常を認めない症例もあった。また有痛
性症例において円板が復位不能な症例が約半数を
占めており、MRIによる確認は臨床上有用と思
われた。更に関節造影とMRIの両方を施行した
11症例を比較した結果、共に骨性変化や関節円板
の位置異常および形態の異常に関する所見はほぼ
一致していた。しかし関節腔内の線維性癒着や関
節円板の穿孔などの病態については二重造影断層
法では高い診断能を有しているが、MRIでは診
断できなかった。以上より、MRI検査は非侵襲
的に行えるという点からは患者の負担は少なく、
顎関節内障のスクリーニング検査としては適して
いるが、完全に造影撮影にとって代わるものでは
ない。したがって癒着病変や円板の穿孔など外科
的な処置を必要とするような症例は、現在のとこ
ろ造影撮影が必要である。
　シェーグレン症候群（SS）の原因は不明であ
るが、遺伝的素因のほかにウイルスなどの環境因
子が考えられ、近年HIVやHTL，V－1感染者
がSS様の症状を示すことや、SS患者唾液腺か
らHIVに類似したウイルスが検出された報告な
どと併せ、SSの発症にレトロウイルスの関与が
示唆されている。このことから、SS患者唾液腺
及び末梢血ならびに末梢血より樹立したB細胞株
を用い、HIVならびにHTLV－1の検出及び
逆転写酵素活性の測定を行った。
〈結果〉（1）HIVのgag領域由来のp24に対する
抗体を用いた免疫組織学的検索では、SS患者唾
液腺において優位なその局在を認めた。（2）唾液腺
生検材料、末梢血単核球ならびにB細胞株から得
たDNAおよびRNAのPCR法では、　HIV、
HTL，V－1遺伝子は共に検出されませんでした。
（3）SS患者末梢血より樹立したB細胞株、及び
EBウイルス産生株であるB95－8細胞株から、
Mn2＋依存性Mg2＋非依存性の逆転写酵素活性を
認めた。
　これらの結果から、本疾患の発症にHIV、
HTL，V一一1に類似した未知のレトロウイルスの
関与が考えられ、現在レトロウイルスの特有の構
造遺伝子領域であるLTRからのuniversalプラ
イマーを用い、その構造遺伝子の解析を試みてい
るQ
（28）
